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1 はじめに
コンピュー タを用いたデザインの技術は、 学生がコンピュ一夕を活用する
上で、 重要な要素のひとっとなる。 また、 デザインの才能を有する学生に
とっては、その才能を埋もれさせないためにも、 コンピュー タデザインに関
する授業は、情報カリキュラム上必要なものと考える。一方で、コンピュー
夕デザインを行う場合、一般的にはAdobe I1lustrator[1]などの専用ソフトゥェ
アを用いることが多いが、 専用ソフトゥェアは高額で、 学生の人数分揃えょ
うとすると予算がかなり必要となる。このため、コンピュ一夕デザインの授
業自体をあきらめてしまう場合が多く見られる。 しかし上述の通り、 学生が
コンピュ一 夕デザインの技術を習得することは大変意義深い。
そこで本研究では、 多くの大学で導入されている0fficeソフトの中のPower
Pointを用いて、Adobemustratorのようなドロ一型のグラフイックデザインソ
フトの基本を修得することを試みた。 Power Pointを用いることによって、追
加の予算を掛けずに、 ドロ一型ソフトの基本的な使用方法を体験することが
できる。 また、 学生のパソコンにも導入されている場合が多いので、授業で
の学習項目を学生が自らのパソコンで復習することも可能である。
本論では、 著者が担当する授業の中でPower Pointを用いてドロ一型ソフ ト
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の基本的な使用方法を学習させたので、その方法にっいて論じる。
2 授業での実践方法
2-1 グラフイックソフト
コンピュー タで画像を作成するためのグラフイックソフトには、ぺイント
型とドロ一型がある。ぺイント型ソフトは、画面を構成するドットに色を付
することによってグラフイックを作成するもので、代表的なソフトとして
WindowsのPaintがある。絵の具でキャンパスに絵を描くようにグラフイック
を作成するので、 扱いが容易であると言つた長所がある一方で、 描いた後の
修正が困難であると言つた短所もある。 このため、 コンピュ一 夕を用いて絵
画などを描くのには多く用いられている。 これに対してドロ一型のアプリ
ケ ーションは図形を数式で描いているため修正が容易であり、 試行錯誤が必
要なデザインの分野で広く使われている。 代表的なドロ一型のアプリケー
ションには、Adobe社のmustratorがある。 Adobe I11ustratorに代表されるドロー
型のアプリケ シーョンでは、切り絵の要領で、 キャンパスに自分が思い描く
図形を置いて行くイメージで、作品を作成することができる。そして、後か
ら図形の形を変えたり、色を変えたりとぃうことも容易にできるため、同じ
デザインの色違いなど、比較検討を容易に行うことができるという特徴を
持つている。 しかし一方で、Adobemustratorなどドロ一型のアプリケー ショ
ンは、ぺイント型のアプリケシーョンに比べて高額のため、学生には購入し
づらい。 このため、 たとえ大学で導入したとしても、 学生が自分のパソコン
で学習した内容を試してみることが困難となる可能性がある。
そこで、 ドロ一型の機能を備えていながら、安価なアプリケーションにっ
いて検討を重ねた結果、多くの大学で導入され、 かっ多くの学生が自分のパ
ソコンに導入している0fficeソフトの中のPower Pointを活用してはどうかとい
う結論に至つた。
2-2 授業にっいて
ここでは、 著者が実際に行つた授業にっいて、 コンピュ一夕環境の説明も
含めて述べる。
( 1 ) コンピュータ環境
授業で用いたコンピュ一夕環境は、 次の通りである。
教室 コンピュ一 夕演習室
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・0 S  Windows7Professiona1
Officeソフト MicrosoftOffice2010(含、PowerPoint)
コンピュ一 夕 富士通FM v
授業に使用するコンピュ一夕の台数 最大50台
※コンピュ一夕演習室に設置されたコンピュ一夕の台数は66台であるが、
この内、 隣にモニ夕が設置されているなど授業で使用できる台数は50
台である。 (残りの16台は自習用である。)
(2 )  実践した授業
実践した授業は、 「D TP・ マルチメディア演習」と「卒業研究」であるが、
以下でその概要にっいて述べる。
①DTPマルチメディア演習
DTP ・マルチメデイア演習は、第5セメスター (2年生後期)に行われる全
学(国際地域学部、人間生活学部)に開かれた演習科目である。毎年100名近
い受講希望者がいるため、 コンピュ一夕演習室の授業定員 (50名) を超えて
しまう。例年、なるべく受講生の希望を満たすため、第1回目の授業における
受講者の人数を見て、2クラスに分けて授業を行つていたが、今年度は、例年
のデ一夕より、受講者が50名を超えるということを想定して、予め2クラス分
授業を設定した。 しかし、一方の授業で50名を超えたため、やむなく抽選に
て、 50名を選抜した。
また、内容としては、前半はDTPを中心に授業を行い、後半はマルチメ
ディアを中心に授業を行つている。 DTPでは、カレンダー やポス夕一、場合
によってはパンフレットの作成を行い、マルチメディアの部分では、Webの
作成を行つている。 この内、 本稿の対象となるのはDTPである。
②卒業研究
卒業研究では、DTP・マルチメディア演習で学修したことを更に発展させ、
ある地域をテ マーにポス夕一やパンフレット、 webなどを作成し、 地域紹介
のためのノウハウを修得している。 この内、 本稿で対象とするのは、 DTPの
部分(ポス夕一やパンフレットの作成) の部分である。
③対象年度と用いたソフトゥェア
対象年度は、 2013年度である。2012年度までは、 旧バージョンの0fficeソフ
トが入つていた(0ffice2003)が、今年度(2013年度)より、0ffice201へと
更新された。 〇ffice2010では、0ffice2003に比べて画像処理の部分が大きく改
善された。そこで、これを機に、多くの大学で導入されている0fficeソフトの
一部であるPower Pointをドロ一型アプリケーションの入門に用いることを試
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みた。 Power Pointであれば、 学生のパソコンに導入されていることも多く、
授業で学習した事項を自らのパソコンで試して復習することができる学生も
多いと考えられる。
2-3 Power Pointを用いる方法
Power Pointのもともとの用途は、発表用のスライドの作成であり、グラ
フイックの専用ソフトゥェアではない。しかし、PowerPointには、 ドロ一型
のグラフイックアプリケー ションの要素も多分に含まれており、初期の学習
者がドロ一型のグラフイックの作成を体験するには十分な機能を有している。
①ドロ一型アプリケ シーョンの特色
ドロ一型アプリケー ションの主な特色は次の通りである。
図形をドット単位ではなく計算式で描くため、拡大・縮小が容易で、か
つ図形の精度を維持することができる
図形の形や色の変更が容易である
図形を置く順番を容易に変えることができる (背面や前面に移動させる
ことができるなど)
図形を描いた後の修正が容易である (図形の挿入や色の変更など)
その他、ぺイント型に比べて、小さいデ一夕容量で図形を描くことがで
きる
以上のようなドロ一型アプリケシーョンの特色は、 Power Pointも有してい
る。ところで、Microsoftの0fficeソフトであれば、オー トシェイプとして上記
のドロ一型アプリケ シーョンの特色を活かした図形の描画が可能であるが、
白紙のキャンパスに絵を描くという感覚を体験するのはPower Pointが適して
いると考える。またPower Pointは、スライドを並べて表示する機能を有して
いるため、 作成した作品を並べて比較検討するのにも適している。 たとえば、
色違いの作品を並べて表示して、 自分の作品にはどの色合いが一番適してい
るかを学生に考えさせることも容易にできる。
2-4 学習ポイント
コンピュー タを用いてイラストなどを作成する場合、学生がぺイント型の
アプリケー ションに慣れていると、 ドロ一型アプリケ シーョンを扱う際に少
し違和感を覚えることがある。
例えば、背景を塗りっぶす場合、ぺイント型のアプリケーションでは、塗
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りっぶしッー ルを選択、 塗りっぶしたい範囲の一点を選べば、 境界線までの
範囲に色を付することができる。 しかし、 ドロ一型のアプリケシーョンの場
合は、背景を塗りっぶす場合、少しかってが異なる。一般にドロ一型のアプ
リ ケー ションでは、キャンパスを覆う図形を描き、その図形を着色すること
により背景を塗りっぶしたのと同じ効果を得る。例えば、 キャンパスいっぱ
いに長方形を配置して、 その長方形の色を背景に設定する。 そして、 この長
方形の上に、様々な図形を配置することによって、 グラフイックスを描いて
行く。このようにすることによって、長方形の色を変更すれば、グラフイッ
クが完成した後でも、 自由に背景の色合いを変えて、 比較検討することがで
きる。更には、このようにすることによって、背景は単色だけではなく、グ
ラ デ ーションや各種パ夕一 ン、 夕イル状に図形を配置したものも試すことが
できる。このように、ぺイント型ソフトに比べて、 ドロ一型ソフトでは、色
違いの作品を容易に比較検討することができる、 これが大きな特徴のひとっ
となっているので、 この点もPower Pointを通じて学生に理解してもらいたい
ひとっである。
2-5 専用アプリケーションとの比較
ここでドロ一型の専用ソフトゥェアとPower Pointの比較をする。つまり、
専用ソフトゥェアでは、Power Pointに比べてどのような点が優れているのか、
例を上げながらその利点(便利な点) を述べる。具体的には、代表的なド
ロ一型のグラフイック専用ソフトウェアであるAdobe I11ustratorはとの比較を
行う。 AdobemustratorはPower Pointでグラフイックを描く場合に比べて優れ
ている点の一例を以下に示す。
Adobe mustratorでは、 レイヤと呼ばれる層をグラフイック上で重ねること
ができる。例えていうならば、アニメーションを描く際に、キャンパスに無
色透明なセロハンを重ねる感覚である。 この一枚一枚のセロハンがレイヤに
相当する。 レイヤは、他のレイヤで描いた図形に影響を与えない。 このレイ
ヤという機能が存在するために、複雑なグラフイックを混乱なく整理して作
成することができる。
例えば、 そのひとっに背景がある。 前述の通り、 背景は長方形を塗りっぶ
すことによって作成するが、Power Pointの場合、背景となっている一番背面
の長方形を固定する (ロックする)手段がない。背景の上に多くの図形を載
せれば載せるほど、 その図形を選択した際に、 背景も一緒に選択されてしま
うことがよくあり、図形を移動すると、背景も一緒に移動してしまうことが
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よくある。 このようなときに、 背景レイヤを設定しておけば、 他の図形を移
動しても背景も一緒に移動することはなくなる。背景の図形だけでなく、図
形の個数が多くなればなるほど、 図形同士がお互いに干渉し合うことは多く
なる。このような場合でも、レイヤごとに図形を描いておけば、互いの図形
が干渉することはなくなる。
また、レイヤの特徴として、レイヤを視覚化することもしないこともでき
るということが上げられる。これを利用して、背景を違う色にしたレイヤを
用意しておけば、 数種類の背景を即時に切り替えて、 比較検討することがで
きる。これは背景だけでなく、デザインの一部を変更したものを比較検討す
る 際 に も 、  レイヤの切り替え機能は効果を発揮する。その他、Adobe
I11ustratorのような専用ソフトゥェアはイラストを描く上での様々な機能を有
している。
2-6 専用ソフトゥェアの体験
Power Pointを用いてドロ一型アプリケ シーョンによるグラフイックの作成
を体験し、 興味が湧いて来た場合、 専用のソフトゥェアをある一定期間無料
でダウンロー ドすることができる場合が多い。 Adobemustratorもその一つで、
30日間フルバージョンを無料で使用することができる[2][3]。 これにより専用
ソ フ ト ゥ ェアを直に体験することができる。その他にもCore1社のDraw[5]が
あるが、こちらもフルバージョンを30日間使用することができる[6]。また、
Adobemustratorなどの製品によっては、 アカデミックプライスを用意してい
るものも少なくない。学生の内に購入すれば、定価の半額ほどで購入できる
場合もある[4][7]。 (割引条件にっいては、 各製品の最新のページを参照)
このように学生をサポ トーする制度が設定されていることが多いので、 こ
れをうまく活用すれば、興味や能力を更に伸ばすことができると考える。
2-7 授業に対する考察
授業の中では、 ポス夕一やパンフレットの作成を行つた。 ドロ一型のソフ
トでグラフイックを作成する場合の特徴のひとっに、 レイアウトを自由に設
定できるということが上げられるが、学生にこれを体験してもらうために、
題材としてポス夕一やパンフレットの作成を選んだ。 また、 ポス夕一やパン
フレットは、作成時にフォントや色合いなども比較検討する必要があるため、
ドロ一型ソフトの特徴を理解する上で最適と判断した。
フオントとぃう点では、Power Pointには、多くのフォントが用意されてお
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り、 学生が意図したポス夕一やパンフレッ トを作成する際に、 大きな助けと
なると考えられる。特に、英字フォントは豊富で、将来学生がレポートや論
文などでフオントを選択する場合にも非常に役立つものと考えられる。
更に、背景などの色合いにっいても、Power Pointにはフルカラーを用いた
豊富なグラデ シーョン機能や多くのパ夕一 ンも用意されており、背景などに
用いて互いを容易に比較検討することができる。
以上のような事柄により、Power Pointを用いれば、学生にドロ一型ソフト
を体験させ、これを通じてドロ一型ソフトを用いることの意義を理解させる
ことができるものと考えられる。
3 まとめ
ぺイント型グラフイ ッ ク ソ フ  トに対して比較的高価ではあるがポス夕一や
パンフレットなどの作成(DTP)には大変有用なドロ一型 グ ラ フ イ ッ ク ソ フ
トの使い方を、専用ソフトを用いずに、現在多くの大学のコンピュータシス
テムに組み込まれているアプリケーションを使用して、学生に体験させる方
法にっいて論じた。特に本稿では、多くの大学のコンピュ一夕システムに基
本的なアプリケ シーョンとして組み込まれており、多くの学生が自らのパソ
コンに導入しているPower Pointを用いて、授業でポス夕一やパンフレットの
作成を行つた結果にっいて論じた。
その結果、授業に対するアンケ トーを取つたところ、学生からは、 「Power
Pointの新たな活用方法を知ることができた」 とぃった積極的に評価する感想
が多く寄せられた。これによりドロ一型ソフトによるグラフイック作成の意
義を理解してもらえればと考える。
今後、Power Pointのドロ一型ソフトとしての活用方法にっいて更に検討を
加えると同時に、他のソフトやドロ一型のグラフイックを作成することがで
き る フ リ ー ソ フ ト にっいても検討する予定である。このような検討を加える
ことで、学生が高額な専用ソフトを導入しなくても、 ドロ一型のグラフイッ
クを作成でき、将来に向けた有用な技能を修得できる機会を提供できるよう
努めて行きたい。同時に、授業で興味を持つた学生が、専用ソフトを用いて
更に才能を開花するための助けにできるだけなりたいと考えている。
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